






 

研究目的 

  十数年前に行なわれた妊婦貧血に関する臨床統計によれば,妊娠貧血群に有

意に中毒症及び低出生休重児の出現頻度が高いと報告がみられる。ところが今

日では,妊娠初期,中期,後期の各期における検血により早期発見,早期治療が実

施されていると共に妊婦栄養摂取量の向上と相挨って妊婦貧血に関する臨床統

計をとっても貧血によって起るべき影響としては明瞭な結論を導き出すことは

困難な事が考えられる。このため我々は,妊婦貧血が母児に対して如何なる影響

を与えるか検討するためにラットを使用して動物実験を行なった。 


